
[Ⅶ]印刷機械及紡績機械
Printing&SpinningMachineries

印 刷 轢 械

Printing Press

定評を得た日立二同轄凸版印刷磯は今や量産鰹制も確

立して生産は順調に進行中であり､既にB列全判型､A

列全判型二同碑凸版印刷磯及び自動A列全判塾2色二岡

持凸版印刷機の3機種合計140飴室を製作して印刷鮭､

版凸印刷ⅩⅩ,大計本印刷ⅩK等大印刷所を始め全国

の諸印刷所に納入して､その優秀な性能を認められ紹讃

を博している｡(第l表参照)

引きつづき日立製作祈は上記各機種の製作経験を基礎

にして､取扱簡易にLて､しかも高級印刷に適Lた小型

の高速皮二岡持凸版印刷磯の製作を計宝L近く完成を見

る運びとなっている｡

自動給紙機

Automatic Feeder

′

第1固 TAl型自制A列全判型二同樽凸阪印刷機

Fig･1TypeTAl･TwoRevolution忘Letterpress

With Automatic Feeder.

標 用緋

給紙速度

積載高さ

A列全判

30～50枚

470粍

特 長

各種の二岡持凸版印刷磯を完成した日立製作祈は､引 1)太機は印刷機本鰹に一腹とLて組付けられるから､

きつづいて二同轄凸版印刷磯の高速化､自動化を計蓋し

新たに自動給紙磯の製作を開始したが､先づA列全判

型二岡持凸版印刷磯(TAl型)用の新型自動給紙機を

完成したので､ここにその概要を紹介Lよう｡

太磯ほ欧米諸国の各項の自動給紙機を比較折究した結

志機を装備することにより据付床面積は増加すること

がない｡

2)木磯は機構が簡単であるから故障の原因が少く､且

調整額扱がきわめて容易であって､特に熟練を要しな

い｡

呆､柘逸のユニバーサル塾を基太として､これを取扱が 3)水阻･ま紙質をえらばないから猷の質､厚さによって

容易で､簡単に 重出来るように改良し､特に償柊の低 調整する必要がないb

廉であることを目標として新たに設計製作した､日立猪~ 4)紙選りテープ駆動装置は特殊機構を採用してあるか

白の高性能な自動給紙磯である｡第1圏ほ太自動給紙磯

を装備したTAl日立A列全判型二同時凸阪印刷機で

ある｡

太磯の仕様並びに特長は次の通りである｡

仕 様

型 式

名 栴

lJTl塾 PC式

A列全判塾自動給紙機
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ら､構造簡単で而も見雷が正確である｡

5)本機の茎気ポンプ騒動原動力は印刷機本鰹よりとる

構造となっているから､太機を装備しても特に電動機

を設備する必要がないノ｡

6)本機の茎気ポンプほ往復式であるから､その作用ほ

致果的で､且作動が確空である｡

7)太機ほ他の如何なる自動給紙磯に比しても安倍であ
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第1表:日立二同車凸阪印刷機納入先一党表(昭和25年12月現在)

A列全判型二同港凸版印刷磯

東 :京

//

//

//

//

〝

〝

//

/′

//

//

//

〝

刷l奈川

/′

静 岡

岐 阜

名古屋

〝

滋 賀

大 阪

//

//

廣 島

北海道

//

水野宕眞工聾印刷

中越印刷

登園印刷

得約印刷

新口述こ印刷

大日述こ印刷

大東印刷

光村印刷

印刷庶瀧野川工場

〝 市ヶ谷工場

日立印刷

降旗美術留民製阪印刷

量明社

中央装本印刷

印刷艦潤匂工場

文毒堂印刷

〝 静岡工場

西濃印刷

竹田印刷

菱源印刷

印刷艦彦根工坂

中越印刷田町工場

速水盛文堂

黒田国光堂

第一印刷

中太印刷

北海道=吾籍印刷

須田印刷

自動A列仝阪型2色二同樽印刷機

東 京 凸阪印刷

る｡

凸版輪持株

Rotary Letterpress

前述の如く日立製作所ほ印刷機の高速化に努力して居

るが､=同極印刷磯は元々その基本とする版盤騙動方式

が往復運動であるから､その高速化には自ら限界があ

る｡即ちB列全判型で毎分60枚以上或いは要らに100

B列全判型二国籍凸阪印刷機

府り辣別l 約

東 京

//

/′

/′

//

//

//

〝

〝

//

//

/′

//

//

/′

//

//

//

/′

//

/′

〝

//

//

〝

神奈川

大 阪

//

/′

//

//

京 都

頑 固

名古屋

静 岡

入 党

重大日永印刷

:凸阪印刷

:新日本印刷

!大同印刷

;二葉印刷

文群堂印刷

料畢新興祀

囁田印刷

菅山印刷

三省堂

第一中外印刷

弘報印刷

中央製本印刷

博友堂

業界新開印刷

明和印刷

多田印刷

文化印刷

小薬印刷

竹内印刷

協和印刷

戸取木共柴堂

河J京印刷

明徳印刷

日立印刷

福音社

葬一印刷

黒田国光堂

記法印刷

凸阪印刷

高速印刷

日永覚眞印刷

九州帰阪

泉海経済新聞誼ヒ

濱松共同印刷

枚をこえるような速度を得るには､丸版を使用しヽ岡持

運動のみ己･こよって印刷を行う枚葉凸版輪轄磯に進まねば

ならぬ｡叉更i･こ條件が許せば折重み作業をも併せて能率

化するために折り機を備えた長巻凸版輪梼機(書籍輪韓

機)へ進まねばならない｡

日立製作祈はこれらの黒与を考えて既に各種輪韓機の製

ーヽ



昭和25年虔･日立我術の成果

第2固 組立中の書籍輪樽磯

Fig.2 Rotary Letterpressin Assembling･

作ならびに折究に着手しており､近々第2園の如きアー

チ型ユニット式の構造を持ち､多色機に埴張の容易な書

名輪璃磯の完成を見る運びとなっている｡書籍輪稗磯は

従来殴り印刷精度を問題にしない大部数の雄誌や書籍の

単色印刷に暮ら用いられて釆たが､洛釆は製版技術の向

上と共に常然精密な多色印刷の可餞な機械が要求される

ことは明らかである｡日立製作所は後述する南面4色長

奄オフセッ†輪韓機の設計製作を磯昏に多色輪涛機に必

要なインキ乾燥装置､自動見普合せ装置についても着々

研究を進めているので､近い将来には米国製晶に劣らぬ

多色凸版輪鴨磯をも製作することが出来るであろう｡

オフセット印刷機

0ぽset Press

上述した様に日立 作祈は凸版印刷機､そのうちでも

主として二同時凸版印刷磯の製作にカを注いで来たがi

一方又オフセツl､印刷機の研究を続けて禿た｡

オフセット印刷機ほ､凸版印刷磯が披から直接に紙へ

印刷するのとちがって､版から一皮弾性の大きいゴムブ

ランケッ下に印刷し､このゴムブランケット上の印刷を

′

更に紙むこ梅寓する印刷機であるからヽ凸版印刷機では細

かい印刷がきれいに刷れない様な粗面の紙にもゴムの野

性を利用して精巧に印刷出来る特長をもっていそ0この

ことが特に紙にめぐまれないわが国の印刷機としてオフ

セッl守口刷機が最も適している理由であって､戦後わが

国の色物印刷が殆んどオフセッ1､印刷機によE)印刷され
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ている現状をみても十分推察することが出来るこ｡更にオ

フセット印刷機は輪鴇機(版が同轄する印刷機)である

ため印刷速度がはやく叉製版が凸版に比して 軍で安い

等の利黒らもあり今後の顎髭が期待されている｡

これ等の粘にかんがみ日立製作祈では終戦直後からオ

フセッ圧P刷磯の折究を続けて釆たが､今度長巻紙に2

色の遵唐模 を印刷する第3圏の如きB列全判塾2色オ

フセット連墳瑛懐印刷機を完成した｡太磯は電球包装用

のダンボrルケースの原紙を印刷するのが､その主用途

であるがあらゆる包装紙の印刷をも行うことの出来る特

殊オフセット印刷機である｡

第3固

Fig.3

日立オフセット連 模様印刷機

HitachiContinuous Figure Printing

O仔set Press.

(診 ㊨

長巻紙

箪4固

Fig.4

日立オフセット達韓模様印刷機の胴配置固

Cylinder Arrangement of HitachiCon-

tinuous Figure Printing OfEset Press.
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太槻は1色用ユニット､2色用ユニットの2ユニット

からなり､夫々のユニットは第4園に云すように配列さ

れた2個の版胴､2偶のゴムブラソケット胴及び共通の

1偶の医胴からなっている｡先ずaの一連の胴により長

巻紙のa/を印刷し､攻でbの一連の胴により aの一

連の胴によって刷り残されたb′部を印刷Lて長巻紙の

全面に残りなく 連 模様を印刷するものである.･｡

太磯の完成により従来長巻紙を使用しては単色のダン

ボールケースしか製造することの出来なかったわが国紙

器工業界に美い､2色のダソボールケースをも長巻紙に

より能率的に製造することを可能にLたものである｡

倍太機は上記の2色蓮横模様の印刷のみならず､男色

の南面印刷をも行うことが出来る等その用途はすこぶる

磨いものである｣｡

太機の仕様は次の通りである｡

仕 様

名 将 日▲立B列全判型オフセット達僚機濁

印刷機

印刷紙 B列本巻取判統

印刷速度 70米/分

電動機 5kW≡相誘導 動機

将来多色刷の大部数の書籍や薙誌が将加する傾向にあ

るが､この様な印刷を如何にして行うかが印刷界の富商

の課題とされている｡即ち長巻凸版輪韓磯によるか長巻

オフセット輪捧磯によるかということであるが

我が国では精密な丸凸版の製版技術に未解決の

問題があり､叉印刷用紙の紙質も十分でないの

でヽ普分の問ほ日太の鴎情に適したオフセット

印刷によることが近道と考えてよいであろう｡

この線に治って日立製作祈は目下某大印刷合

祀の指導の下に､我が国とLてほ劃期的な南面

4色長巻オフセット輪韓機(WebOifsetPre-

SS)を製作中であって､永年虔はこの機械の完

成によって印刷業界に軍籍を督すこととなるで

あろう｡

紡 績 機 械

Spinれing Maellineries

綿 紡 績 機 械

Cotton Spimning Machinery

我国綿紡績業界は､久しい待望であった設備錘教の制

限徹阪が賓現Lて以来､各社にも競って大量の噂錘に着

手L､之に新興紡績合祀も加ゎり､基活況を呈してい

る｡これと共に紡置業と表裏一鰹の関係にある紡績機械

メーカも大量の受注に生産が追いつかず､燈しい悲鳴を

あげている状況である｡

日立製作祈に於てもその後綿紡横磯械の生産ほ愚順調

に進み､今や混打綿磯より精紡機に至る一連の綿紡置磯

城メーカとして増産に邁進している｡

幸い日立紡機は昼好評を博して居り､今日の膨大なる

需要期に際督して､鐘淵紡績Ⅹ.X.倉敷紡績E.X.日

東紡績E･Ⅹ･興国人絹パルプⅩ.X.他数社より注文を

受け､これら各社の指導の下により一層優秀なる紡琵機

械を製作すべく日夜努力をつゞけている｡以下最近に於

ける状況を主要な機種について簡単に衝紹介しよう｡

日 立 棍 棉 機

HitachiCarding Engine

第5固 日 立 杭 棉 礫
ヽ

Fig･5 HitachiCarding Erlgine at Spinning Plant.
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太機ほ先に｢日立評論｣第32巻5競 上で詳細に報 チントロー･･ラ 1×10吋琶

督したが､日立に於て最初に量産に入ったものであり､

現在は生産も急速に上昇しつつあり､やがて大量の受注

に應じ得る態勢になろうとしている｡

日 立 精 紡 機

IIitachiRing Spinnlng Frame

試作機を横領の貿易博覧昏及大阪の繊維機器展覧昏に

出品してヽ其斬新なる設計と､高性能により好 を博し

た日立精紡機はヽ其後も設計上工作上の細部に亙る斐多

の改良を加え､今や生産も軌道にのり､逐次生産毒教を

増加している｡精紡機は綿紡演機械申最も重要な機械で

あり､従って日立に於ては常に各紡績合祀の指導の下に､

標準型精紡機に封する研究改良をはかることは勿論､劃

期的なる精紡機の試作に努力して居り､紡績業界の注目

を集める日も近いことを信じている次第である｡

日立標準型精紡機の仕様

スピンドル教

スピソドル ダーヂ

スタッフ

リフト

リソグ′匡

ドラフト装置

クレーlこル

400錘

25/8吋

153ん吋

6吋

15/8吋(シ∵ングルフランヂ

塾)

TN式

30粍又は40粍

T!･-ラスタソドの傾き 35皮

フロニ/t 7/8吋

ボトム ローラの寧至

トップローラ笹

ドル 7/8吋

バック 7/8吋

フロこ/t 3/4吋(ルースボス)

ドル 7/8吋

バック 21/4吋(ソリッド)

フロント トップ 1】/4吋

フロント ボトム 7/8 吋

ミドル及バックトップ 5ノ8 吋

クリヤラ
ローラ琶

スピンドル

′■ ドル及バックボドム11ん吋

JES型

ビルヂングモーショソ ポリュ一丁ホヰール塾

ラペットレールリフティングモーシ′ヨこ/ 有

機械の巾 37吋(940粍)

磯城の全長 46択115/8吋(14,314粍)

所要電動機 10fP(日立SO-KIく4P)

日立シンプレクスリング粗紡機

HitachiSimplex Fly Frame

粗紡機は精紡機や硫棉磯に較べて使用茎数の少い磯城

であるが､紡坑機械の中で製作の難しい機械とされてい

るものである｡日立製作祈に於ては､琉相磯､精紡機に

第6圃 日立シンプレックス粗紡機

Fig.6 HitachiSimplex Fly Frame,

ついでこれが生産を開始した｡粗紡機には､二紡式に使

用する始紡機及聞紡機と､畢紡式のシ∵ノブレックス粗紡

機とがある｡

我国に於てはヽ一般に畢紡式は二筋式に比し､良質の

糸を得ることが出来ないものとされているが､■~一面畢彷

式は二紡式に比しヽ設備費の低廉並に工程の短縮による

原債の低減の面に於て優れていることほ明らかであり､

米国に放ては､廣く畢紡式を採用して良質の糸を紡出し

ていると聞いている｡

日立製作祈に於ては､二紡式に劣らぬ高性能のシ∵/プ

レックス粗紡機の完成を目指して鏡意研究努力を領けて
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きた結果､優秀なる機械を完成することが出来た｡本鞘

は在来の機械に比して､幾多の優れた特長を持ている｡

例えば､従来紡琵昏祀に於て､精紡機は喋音の甚い､も

のときめられていたのであるが､日立シ∵/プレックス粗

紡機は､スピソドル及ボビン騒動に特殊設計になるフェ

ースギヤを使用Lチエ焉､運韓は極めて静粛であり､今や

各紡試合祀の注目の的となっている｡文月立に於ては､

従来構造上 けられぬものとされているスイングギヤに

起因するグレン不同を完全に除去する機構をもった粗筋

槻の試作にも着手しており､近くよi)一層高性能のシソ

プレック粗紡機が完成される預宅である｡本機の仕様二よ

次の通りである｡

日立シソ7Cレックス粗紡機の仕様

スピンド′レ教 124錘

スタッフ

ボビンレールのリフト

基及満管の琵

193ノヰ吋十1ノ/3=吋

11吋又は10吋

15ノ/s吋及5吋

ローラビーム床面高さ 413′■′1吋

ンロフ

ボトムローノ

ラ琵 L

ロプ
∴∴トラ

11/1.～吋

セカソ1ご 15ノ1-i吋

､､サード及バック11ノ1-i吋

′

-
ノ

∴

フロント_及13ノ■16吋(裸琵)ルー
ーヒカンド スボス

一クサ
ツ

ド及バ13ノ√16/吋(裸笹)ソリ

ッド

スピンドルの誓×長

ロングカラ

フライヤ

クリヤラ

トップ

コーソプーリ

1コ･-フ

フロン1､

セカンド

3ノ4吋X970粍(11吋リフ
ト用)

3ノ/4吋×920粍(二10吋リフ
ト用)

J草S塾

シ∵ノダルビ豆ウチューブフ

レッサ塾

バンド同轄式

ソト ローラ式

セカンド及サード'停止式

二封式又･は一対式

171bs

141bs

■･･サード及バック 241bs

ステイバローラ竃 3吋

機械の全長

祈要電動

詐 第33巻 第1既

4513/′4吋

3エア(日立SO-K6P)

リング轄紡機トラベラ走行姿勢の瞬間掃影

Snapsl10tting for RunningForm

of Traveller of Ring SpinniTtg Frame

精紡機性㌍の優劣は糸切れの多少によって決定される

と言っても過言ではない｡糸切れの機械的な原因の一つ

としてトラベラ運動状態の良否が考えられる｡我国では

理論的た研究が多くなされているが､箕際走行中の姿勢

が捕捉されておちない｡それでこれを授影する簡軍な茸

験に成功したので御紹介する｡第7国は精紡機の簡単な

説明圏である精出された糸はスネルワイヤに導かれてト

ラベラを通り､スピンドルに取付ナた木管に巻酔られる｡

スピンドルは通常8000～12000r.p.m.で同轄してお

り､トラベラほスピソドルより最大2%少い同韓をして

いる｡トラベラは細い鋼線で作られた小さなもので国章

さjtたリングに引懸って囲周上を同軸運動する｡この走

第7固

Fig..7

リ ング締紡礫説明固

Illustration of Spinning Frame.
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◎､トラベラ
第8囲 瞬間技影装筐

Fig･8 Snapshotting Meヒhod.

行姿勢瞬間近影真意ほ第8圏の如く交流100Vからrレ

ア2なる欒堅許とKたる整流菅で直流10000Vの電

挺を護生させ､之を忍1忍2β｡ガ4なる水抵抗を通Lて

CIC2C3Cヰのコンデンサに蓄える｡光源間際ぶ1及び放

電を起させるべき誘導間際ぶ2に各コンデンサが騰がつ

ていて-誘導間隙により光源間際に放 が行われる｡光

源間際に旛く短時間(Ⅳ6sec程度)放電された時の光

がトラベラを照棚し､この時カメラで撮影される√｡第9

圏は誘導間際の説明囲で､可欒速電動機を使用し､同韓

端子を高遠で同時させ団周上に接近Lて設置したコソデ

サに騰がる端子から高墜スイッチによって任意の時間に

4同光源間隙に放 させる事が出来る｡第10,‖園はこ

の方法でトラベラを眞積かちと眞上からとった瞬間寓眞

の一例である｡_

′

第9固 誘導間隙略固

Fig･9InductionSparkGap.

99

我国で未確認てあったトラベラ走行萎勢

が餞畢な装置で完全に摘出出来得た｡この

賓験は精紡機の綜合折究の一部と.して行つ

たもので､このテ一夕が我々の今窪の折究

に役立つばかりでなく､この装置を利用し

て糸のバ′レーニングの問題トラベラ運動の

力学的解析等贋く高速道動の研究方面に利

用されるものと考えられる｡

第10固トラベラの瞬間留民

Fig.10 Snapshot ofTraveller.

第11聞

Fig.11

トラづラの瞬間寛眞

Snapshot of Traveller.




